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×複素数の表現（複素数表示と指数関数表示）
複素数𝐴 = 𝑎 + 𝑗𝑏という表現を複素数表示というのに対し、複素数の絶対値と実軸を基準にした角度
で複素数を表現することを指数関数表示という。

𝐴 = 𝑎 + 𝑗𝑏 𝐴 = 𝑟e𝑗𝜃
複素数表示 指数関数表示

0

𝐼𝑚

𝑅𝑒

𝐴 = 𝑎 + 𝑗𝑏
𝑗𝑏

𝑎

0

𝐼𝑚

𝑅𝑒

𝐴 = 𝑟e𝑗𝜃

𝜃

𝑟

複素数表示

指数関数表示

複素数表示と指数関数表示は同じ意味を持ち、互いの表現に変換することが可能
＜複素数表示から指数関数表示＞
𝐴 = 𝑎 + 𝑗𝑏を指数関数表示に変換する

＜指数関数表示から複素数表示＞

𝐴 = 𝑟e𝑗𝜃を複素数表示に変換する

𝑟 = 𝐴 = 𝑎2 + 𝑏2

𝜃 = tan−1
𝑏

𝑎
→

𝑏

𝑎
= tan𝜃

𝑎 = 𝑟 cos 𝜃
𝑏 = 𝑟 sin 𝜃

𝐴 = 𝑟∠𝜃 = 𝑎2 + 𝑏2 ∠ tan−1
𝑏

𝑎

𝐴 = 𝑎 + 𝑗𝑏 = 𝑟 cos 𝜃 + 𝑗 sin 𝜃

〇オイラーの公式

e𝑗𝜃 = cos 𝜃 + 𝑗 sin 𝜃
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×指数関数表示の使い方
𝑗 = e𝑗

𝜋
2 1 + 𝑗 = 2e𝑗

𝜋
4

1 + 𝑗 = 2

3 + 𝑗 = 2e𝑗
𝜋
6

3 + 𝑗 = 2

4 − 𝑗3 = 5e𝑗𝜃

4 − 𝑗3 = 5

tan𝜃 = −
3

4
→ 𝜃 = − tan−1

3

4Im

Re

Im

Re1

𝑗
Im

Re3

𝑗 Im

Re

4

−𝑗3

𝑗

1 + 𝑗
=

e𝑗
𝜋
2

2e𝑗
𝜋
4

=
1

2
e𝑗

𝜋
2−𝑗

𝜋
4 =

1

2
e𝑗

𝜋
4

3 + 𝑗

1 + 𝑗
=

2e𝑗
𝜋
6

2e𝑗
𝜋
4

=
2

2
e𝑗

𝜋
6−𝑗

𝜋
4 = 2e−𝑗

𝜋
12

𝑗

4 − 𝑗3
=

e𝑗
𝜋
2

5e𝑗𝜃
=
1

5
e𝑗

𝜋
2
−𝑗𝜃 =

1

5
e
𝑗
𝜋
2−𝜃

1

3 + 𝑗
2 =

1

2e𝑗
𝜋
6

2 =
1

4e𝑗
𝜋
3

=
1

4
e−𝑗

𝜋
3



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 4

×演習
問１ RとLの直列回路について𝑅 = 10Ω、𝑋𝐿 = 10 3Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

問２ RとCの直列回路について𝑅 = 10Ω、𝑋𝐶 = −10Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

問３ RとCの並列回路について𝑅 = 3Ω、𝑋𝐶 = −3Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

問４ 三相交流回路において、電源側をY結線とし、a相、b相、c相の相電圧をそれぞれ、
ሶ𝐸𝑎 = 100∠0°、 ሶ𝐸𝑏 = 100∠ − 120°、 ሶ𝐸𝑐 = 100∠ − 240°

とする。以下の問いに答えよ。

(1) インピーダンス ሶ𝑍 = 20∠30∘ [Ω]の負荷３個をY結線で接続する。
このとき、a相、b相、c相の線電流 ሶ𝐼𝑎、 ሶ𝐼𝑏、 ሶ𝐼𝑐を指数関数表示で示せ。

(2) インピーダンス ሶ𝑍 = 10∠30∘ [Ω]の負荷３個をΔ結線で接続する。

このとき、a相、b相、c相の負荷側の相電流 ሶ𝐼𝑎
′、 ሶ𝐼𝑏

′、 ሶ𝐼𝑐
′を指数関数表示で示せ。

(3) RとLの直列負荷をΔ結線で各相にそれぞれ接続する。𝑅 = 10 3Ω、𝑋𝐿 = 30Ωとしたとき、

このとき、a相、b相、c相の負荷側の相電流 ሶ𝐼𝑎
′、 ሶ𝐼𝑏

′、 ሶ𝐼𝑐
′を指数関数表示で示せ。

また、a-b相間の抵抗とリアクトルで発生する電圧降下 ሶ𝑉𝑎𝑅、 ሶ𝑉𝑎𝑋を指数関数表示で示せ。
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×演習
問１ RとLの直列回路について𝑅 = 10Ω、𝑋𝐿 = 10 3Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

問２ RとCの直列回路について𝑅 = 10Ω、𝑋𝐶 = −10Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

問３ RとCの並列回路について𝑅 = 3Ω、𝑋𝐶 = −3Ωのとき、電圧と電流の位相差を求めよ。
（※解答は「電圧に対して電流は〇〇だけ進み/遅れ」という形で記述すること）

ሶ𝑍 = 𝑅 + 𝑗𝑋𝐿 = 10 + 𝑗10 3 = 20e𝑗
𝜋
3

ሶ𝑉 = ሶ𝑍 ሶ𝐼 = 20e𝑗
𝜋
3 ሶ𝐼 → ሶ𝐼 =

1

20
e−𝑗

𝜋
3 ሶ𝑉

電圧に対して電流は
𝜋

3
だけ遅れ

ሶ𝑍 = 𝑅 + 𝑗𝑋𝐿 = 10 − 𝑗10 = 10 2e−𝑗
𝜋
4

ሶ𝑉 = ሶ𝑍 ሶ𝐼 = 10 2e−𝑗
𝜋
4 ሶ𝐼 → ሶ𝐼 =

1

10 2
e𝑗

𝜋
4 ሶ𝑉

電圧に対して電流は
𝜋

4
だけ進み

ሶ𝑌 =
1

𝑅
+

1

𝑗𝑋𝐶
=

1

3
+

1

−𝑗3
=

3

3
+ 𝑗

1

3
=
2

3

3

2
+ 𝑗

1

2
=
2

3
e𝑗

𝜋
6

ሶ𝐼 = ሶ𝑌 ሶ𝑉 =
2

3
e𝑗

𝜋
6 ሶ𝑉

電圧に対して電流は
𝜋

6
だけ進み
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×演習
問４ 三相交流回路において、電源側をY結線とし、a相、b相、c相の相電圧をそれぞれ、

ሶ𝐸𝑎 = 100∠0°、 ሶ𝐸𝑏 = 100∠ − 120°、 ሶ𝐸𝑐 = 100∠ − 240°
とする。以下の問いに答えよ。

(1) インピーダンス ሶ𝑍 = 20∠30∘ [Ω]の負荷３個をY結線で接続する。
このとき、a相、b相、c相の線電流 ሶ𝐼𝑎、 ሶ𝐼𝑏、 ሶ𝐼𝑐を指数関数表示で示せ。

ሶ𝐼𝑎 =
ሶ𝐸𝑎
ሶ𝑍
=
100e𝑗0

20e𝑗
𝜋
6

= 5e−𝑗
𝜋
6 ሶ𝐼𝑐 =

ሶ𝐸𝑐
ሶ𝑍
=
100e−𝑗

4𝜋
3

20e𝑗
𝜋
6

= 5e−𝑗
4𝜋
3
−𝑗

𝜋
6 = 5e−𝑗

3𝜋
2ሶ𝐼𝑏 =

ሶ𝐸𝑏
ሶ𝑍
=
100e−𝑗

2𝜋
3

20e𝑗
𝜋
6

= 5e−𝑗
2𝜋
3
−𝑗

𝜋
6 = 5e−𝑗

5𝜋
6

(2) インピーダンス ሶ𝑍 = 10∠30∘ [Ω]の負荷３個をΔ結線で接続する。

このとき、a相、b相、c相の負荷側の相電流 ሶ𝐼𝑎
′、 ሶ𝐼𝑏

′、 ሶ𝐼𝑐
′を指数関数表示で示せ。

相電圧に対して、線間電圧は大きさが 3倍、位相は30°進みなので、
ሶ𝑉𝑎𝑏 = 100 3∠30°、 ሶ𝑉𝑏𝑐 = 100 3∠ − 90°、 ሶ𝑉𝑐𝑎 = 100 3∠ − 210°

ሶ𝐼𝑎
′ =

ሶ𝑉𝑎𝑏
ሶ𝑍
=
100 3e𝑗

𝜋
6

10e𝑗
𝜋
6

= 10 3e𝑗
𝜋
6
−𝑗

𝜋
6 = 10 3

ሶ𝐼𝑏
′ =

ሶ𝑉𝑏𝑐
ሶ𝑍
=
100 3e−𝑗

𝜋
2

10e𝑗
𝜋
6

= 10 3e−𝑗
𝜋
2
−𝑗

𝜋
6 = 10 3e−𝑗

2𝜋
3

ሶ𝐼𝑐
′ =

ሶ𝑉𝑐𝑎
ሶ𝑍
=
100 3e−𝑗

7𝜋
6

10e𝑗
𝜋
6

= 10 3e−𝑗
7𝜋
6
−𝑗

𝜋
6 = 10 3e−𝑗

4𝜋
3
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×演習
問４ 三相交流回路において、電源側をY結線とし、a相、b相、c相の相電圧をそれぞれ、

ሶ𝐸𝑎 = 100∠0°、 ሶ𝐸𝑏 = 100∠ − 120°、 ሶ𝐸𝑐 = 100∠ − 240°
とする。以下の問いに答えよ。

相電圧に対して、線間電圧は大きさが 3倍、位相は30°進みなので、
ሶ𝑉𝑎𝑏 = 100 3∠30°、 ሶ𝑉𝑏𝑐 = 100 3∠ − 90°、 ሶ𝑉𝑐𝑎 = 100 3∠ − 210°

ሶ𝑉𝑎𝑅 = 𝑅 ሶ𝐼𝑎
′ = 10 3 × 5e−𝑗

𝜋
6 = 50 3e−𝑗

𝜋
6

ሶ𝑉𝑎𝑋 = 𝑗𝑋 ሶ𝐼𝑎
′ = 30e𝑗

𝜋
2 × 5e−𝑗

𝜋
6 = 150e𝑗

𝜋
2
−𝑗

𝜋
6 = 150e𝑗

𝜋
3

(3) RとLの直列負荷をΔ結線で各相にそれぞれ接続する。𝑅 = 10 3Ω、𝑋𝐿 = 30Ωとしたとき、

このとき、a相、b相、c相の負荷側の相電流 ሶ𝐼𝑎
′、 ሶ𝐼𝑏

′、 ሶ𝐼𝑐
′を指数関数表示で示せ。

また、a-b相間の抵抗とリアクトルで発生する電圧降下 ሶ𝑉𝑎𝑅、 ሶ𝑉𝑎𝑋を指数関数表示で示せ。

ሶ𝐼𝑎
′ =

ሶ𝑉𝑎𝑏
ሶ𝑍
=
100 3e𝑗

𝜋
6

20 3e𝑗
𝜋
3

= 5e𝑗
𝜋
6
−𝑗

𝜋
3 = 5e−𝑗

𝜋
6

ሶ𝐼𝑏
′ =

ሶ𝑉𝑏𝑐
ሶ𝑍
=
100 3e−𝑗

𝜋
2

20 3e𝑗
𝜋
3

= 5e−𝑗
𝜋
2
−𝑗

𝜋
3 = 5e−𝑗

5𝜋
6

ሶ𝐼𝑐
′ =

ሶ𝑉𝑐𝑎
ሶ𝑍
=
100 3e−𝑗

7𝜋
6

20 3e𝑗
𝜋
3

= 5e−𝑗
7𝜋
6
−𝑗

𝜋
3 = 5e−𝑗

3𝜋
2

1相分のインピーダンス ሶ𝑍は、

ሶ𝑍 = 𝑅 + 𝑗𝑋𝐿 = 10 3 + 𝑗30 = 20 3e𝑗
𝜋
3
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×電験三種 H24 問16

二種受験生：指数関数表示に変換して
数式変形をして導出をしてみよう
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×電験三種 H24 問16

ሶ𝑒𝑎

ሶ𝑒𝑏

ሶ𝑒𝑐 ሶ𝐸𝑎 = 200∠0

𝐸𝑏

ሶ𝐸𝑐

30°

ベクトル図を描く（必ず相電圧を基準に作図する）

𝑒𝑎：相電圧（Y結線電源）

𝐸𝑎：線間電圧（Δ結線電源）

𝑍 = 5 3 + 𝑗5

𝑍 = 5 3
2
+ 52 = 75 + 25 = 100 = 10

5

𝑗5 3

𝑍 = 10

𝜃 = 30°

𝑍 = 10∠30°

フェーザ表示 𝑍 = 𝐴∠𝜃

絶対値 角度（位相）

𝑒𝑎 =
200

3

単相回路

𝑍

𝐼1 𝐼1 =
𝑒𝑎
𝑍
=
200/ 3

10
= 11.55 A

1

𝑍
=

1

10
∠ − 30° → 𝐼1は𝑒𝑎より− 30°ずれる

30°

𝐼1 = 11.55∠ −
𝜋

3
ベクトル図より

ሶ𝐼𝑎
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×電験三種 H24 問16

ሶ𝑒𝑎

ሶ𝑒𝑏

ሶ𝑒𝑐 ሶ𝐸𝑎 = 200∠0

𝐸𝑏

ሶ𝐸𝑐

30°

ベクトル図を描く（必ず相電圧を基準に作図する）

𝑒𝑎：相電圧（Y結線電源）

𝐸𝑎：線間電圧（Δ結線電源）

30°

ሶ𝐼𝑎

𝐼1 = 11.55∠ −
𝜋

3
線電流から相電流の変換

・電流の大きさは1/ 3倍
・位相は30°進む

𝐼𝑎𝑏 =
20

3
×

1

3
∠ −

𝜋

3
+
𝜋

6
= 6.67∠ −

𝜋

6

ሶ𝑰𝒂𝒃
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×電験三種 H24 問16

Y結線の相電圧に変換する

ሶ𝐸𝑎 = 200∠0 → ሶ𝑒𝑎 =
200

3
∠ −

𝜋

6

ሶ𝐸𝑏 = 200∠ −
2𝜋

3
→ ሶ𝑒𝑏 =

200

3
∠ −

5𝜋

6

ሶ𝐸𝑐 = 200∠ −
4𝜋

3
→ ሶ𝑒𝑐 =

200

3
∠ −

3𝜋

2

ሶ𝐼1 =
ሶ𝐸𝑎
ሶ𝑍
=

200

3
e−𝑗

𝜋
6

10e𝑗
𝜋
6

=
20

3
e−𝑗

𝜋
6
−𝑗

𝜋
6 = 11.55e−𝑗

𝜋
3

1相分のインピーダンス ሶ𝑍は、

ሶ𝑍 = 5 3 + 𝑗5 = 10e𝑗
𝜋
6

線電流から相電流の変換

・電流の大きさは1/ 3倍
・位相は30°進む

ሶ𝐼1 = 11.55e−𝑗
𝜋
3 → ሶ𝐼𝑎𝑏 =

11.55

3
e−𝑗

𝜋
3
+𝑗

𝜋
6 = 6.67e−𝑗

𝜋
6
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×電験三種 H24 問16
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×H２７ 問２
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×H２７ 問２

短絡

開放

ሶ𝐼 =
𝐼𝑚

2

ሶ𝐸 =
𝐸𝑚

2

ሶ𝐼𝑒 ሶ𝐼𝑖

(1) 電流 ሶ𝐼𝑒の式を求めよ。（𝐼𝑒は大きさのみ）

(2) 電流 ሶ𝐼𝑖の式を求めよ。（𝐼𝑖は大きさのみ）
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×H２７ 問２

短絡

開放

ሶ𝐼 =
𝐼𝑚

2

ሶ𝐸 =
𝐸𝑚

2

ሶ𝐼𝑒 ሶ𝐼𝑖

ሶ𝐼𝑒 =
ሶ𝐸

𝑅 +
1

𝑗𝜔1𝐶

=
𝑗𝜔1𝐶

1 + 𝑗𝜔1𝐶𝑅
⋅
𝐸𝑚

2

=
𝜔1𝐶𝐸𝑚

2
⋅

𝑗

1 + 𝑗𝜔1𝐶𝑅
=
𝜔1𝐶𝐸𝑚

2
⋅

e𝑗
𝜋
2

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2e𝑗𝜑1

=
𝜔1𝐶𝐸𝑚

2 × 1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
e
𝑗
𝜋
2
−𝜑1

tan𝜑1 =
𝜔1𝐶𝑅

1
= 𝜔1𝐶𝑅

→ 𝜑1 = tan−1 𝜔1𝐶𝑅
<複素数表示と指数関数表示>

𝑎 + 𝑗𝑏 = 𝑎2 + 𝑏2e𝑗𝜃 tan 𝜃 =
𝑏

𝑎
→ 𝜃 = tan−1

𝑏

𝑎

ሶ𝐼𝑖 = −

1
𝑗𝜔2𝐶

𝑅 +
1

𝑗𝜔2𝐶

ሶ𝐼 = −
1

1 + 𝑗𝜔2𝐶𝑅
⋅
𝐼𝑚

2

= −
𝐼𝑚

2
⋅

1

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2e𝑗𝜑2

= −
𝐼𝑚

2 × 1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
e−𝑗𝜑2

tan𝜑2 =
𝜔2𝐶𝑅

1
= 𝜔2𝐶𝑅

→ 𝜑2 = tan−1 𝜔2𝐶𝑅

瞬時値で表現すると、

𝑖𝑒 =
𝜔1𝐶𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
cos 𝜔1𝑡 +

𝜋

2
− 𝜑1

𝑖𝑖 = −
𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
sin 𝜔2𝑡 − 𝜑2

𝜔1𝐶𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
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×H２７ 問２

短絡

開放

ሶ𝐼 =
𝐼𝑚

2

ሶ𝐸 =
𝐸𝑚

2

ሶ𝐼𝑒 ሶ𝐼𝑖

ሶ𝑉𝑒 ሶ𝑉𝑖

(3)(4) 電圧 ሶ𝑉𝑒の式を求めよ。（𝑉𝑒は大きさ、𝜙𝑒は位相）

(5) 電圧 ሶ𝑉𝑖の式を求めよ。（𝑉𝑖は大きさのみ）
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×H２７ 問２

短絡

開放

ሶ𝐼 =
𝐼𝑚

2

ሶ𝐸 =
𝐸𝑚

2

ሶ𝐼𝑒 ሶ𝐼𝑖

ሶ𝑉𝑒 =

1
𝑗𝜔1𝐶

𝑅 +
1

𝑗𝜔1𝐶

ሶ𝐸 =
1

1 + 𝑗𝜔1𝐶𝑅
⋅
𝐸𝑚

2

=
𝐸𝑚

2
⋅

1

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2e𝑗𝜑3

=
𝐸𝑚

2 × 1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
e−𝑗𝜑3

tan𝜑3 =
𝜔1𝐶𝑅

1
= 𝜔1𝐶𝑅

→ 𝜑3 = tan−1 𝜔1𝐶𝑅

瞬時値で表現すると、

𝑣𝑒 =
𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
cos 𝜔1𝑡 − 𝜑3

𝑣𝑖 =
𝑅𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
sin 𝜔2𝑡 − 𝜑4

ሶ𝑉𝑒 ሶ𝑉𝑖

ሶ𝑉𝑖 =
1

𝑗𝜔2𝐶
⋅

𝑅

𝑅 +
1

𝑗𝜔2𝐶

ሶ𝐼 =
𝑅

1 + 𝑗𝜔2𝐶𝑅
⋅
𝐼𝑚

2

=
𝑅𝐼𝑚

2
⋅

1

1 + 𝑗𝜔2𝐶𝑅
=
𝑅𝐼𝑚

2
⋅

1

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2e𝑗𝜑4

=
𝑅𝐼𝑚

2 × 1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
e−𝑗𝜑4

tan𝜑4 =
𝜔2𝐶𝑅

1
= 𝜔2𝐶𝑅

→ 𝜑4 = tan−1 𝜔2𝐶𝑅

𝑅𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2

𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2

− tan−1 𝜔1𝐶𝑅
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×H２７ 問２

𝜔1𝐶𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2

(1)
(2)

(3)
(4)

(5)

𝑅𝐼𝑚

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2

𝐸𝑚

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2

− tan−1 𝜔1𝐶𝑅
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×

ご聴講ありがとう
ございました！！
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×H２２ 問２
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2

・電流 ሶ𝐼1 = 𝐼1e
𝑗

𝜋

2
−𝜃1 の式を求めよ。（𝐼1は大きさ、𝜃1は位相）

・電流 ሶ𝐼2 = 𝐼2e
𝑗

𝜋

2
−𝜃2 の式を求めよ。（𝐼2は大きさ、𝜃2は位相）
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

ሶ𝐼2 =
ሶ𝐸2

𝑅 +
1

𝑗𝜔2𝐶

=
𝑗𝜔2𝐶

1 + 𝑗𝜔2𝐶𝑅
⋅
𝐸2

2
=
𝜔2𝐶𝐸2

2
⋅

𝑗

1 + 𝑗𝜔2𝐶𝑅

=
𝜔2𝐶𝐸2

2
⋅

e𝑗
𝜋
2

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2e𝑗𝜃2

=
𝜔2𝐶𝐸2

2 × 1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
⋅ e

𝑗
𝜋
2
−𝜃2

tan𝜃2 =
𝜔2𝐶𝑅

1
= 𝜔2𝐶𝑅

→ 𝜃2 = tan−1 𝜔2𝐶𝑅

ሶ𝐼1 =
ሶ𝐸1

𝑅 +
1

𝑗𝜔1𝐶

=
𝑗𝜔1𝐶

1 + 𝑗𝜔1𝐶𝑅
⋅
𝐸1

2
=
𝜔1𝐶𝐸1

2
⋅

𝑗

1 + 𝑗𝜔1𝐶𝑅

=
𝜔1𝐶𝐸1

2
⋅

e𝑗
𝜋
2

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2e𝑗𝜃1

=
𝜔1𝐶𝐸1

2 × 1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
⋅ e

𝑗
𝜋
2
−𝜃1

tan𝜃1 =
𝜔1𝐶𝑅

1
= 𝜔1𝐶𝑅

→ 𝜃1 = tan−1 𝜔1𝐶𝑅

𝑖1 =
𝜔1𝐶𝐸1

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
cos 𝜔1𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃1

tan𝜃1 = 105 × 5 × 10−6 × 1 = 0.5
𝑖2 =

𝜔2𝐶𝐸2

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
cos 𝜔2𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃2

瞬時値で表現すると、

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2

・電流𝑖1 = 𝐼1 cos 𝜔1𝑡 + 𝜑1 の𝐼1とtan 𝜑1の値を求めよ。

𝑖1 =
𝜔1𝐶𝐸1

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
cos 𝜔1𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃1

𝑖2 =
𝜔2𝐶𝐸2

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
cos 𝜔2𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃2

・電流𝑖2 = 𝐼2 cos 𝜔2𝑡 + 𝜑2 の𝐼2の値を求めよ。
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

𝑖1 =
𝜔1𝐶𝐸1

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
cos 𝜔1𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃1

𝑖2 =
𝜔2𝐶𝐸2

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
cos 𝜔2𝑡 +

𝜋

2
− 𝜃2

𝐼1

𝐼2

𝜑1

𝜑2

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2

𝐼1 =
𝜔1𝐶𝐸1

1 + 𝜔1𝐶𝑅
2
=

105 × 5 × 10−6 × 10

1 + 105 × 5 × 10−6 × 1 2

=
5

1 + 0.52
=

5

1 +
1
4

=
5

5
4

=
5 × 2

5
= 2 5 A

𝐼2 =
𝜔2𝐶𝐸2

1 + 𝜔2𝐶𝑅
2
=

2 × 105 × 5 × 10−6 × 16

1 + 2 × 105 × 5 × 10−6 × 1 2

=
16

1 + 12
=
16

2
= 8 2 A

tan𝜑1 = tan
𝜋

2
− 𝜃1 =

2

1
= 2

tan𝜃1 = 0.5

𝜃1
2

1𝜑1

2 5

8 2 2
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2

2 5

8 2 2
(4)(5) 消費電力を求めよ。
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×H２２ 問２

短絡

短絡

ሶ𝐼1 ሶ𝐼2

ሶ𝐸1 =
𝐸1

2

ሶ𝐸2 =
𝐸2

2

𝑃1 = 𝑅
𝐼1

2

2

= 1 ×
2 5

2

2

=
4 × 5

2
= 10W

𝑃2 = 𝑅
𝐼2

2

2

= 1 ×
8 2

2

2

= 64W

𝑃1 + 𝑃2 = 10 + 64 = 74W

2 5

8 2 2

10

74

(4)(5) 消費電力を求めよ。
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×H２２ 問２

2 5

8 2 2

10

74
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
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